
保全ラボの目指す
「設備管理」

サービス特性
と

お客様のメリット

創業哲学

サービスメニュー

サービスメニュー＞＞ ＞＞

保全ラボの支援範囲と事例

サービスメニュー

1日工場診断 長期保全計画の
策定

工場訪問による
保全教育

ご依頼の流れよくいただく
ご質問

保全ラボのサービス特徴

保全ラボはこんな会社です

攻めの保全で
工場資産を守ります

攻めの保全とは ▷

＞＞ ＞＞ ＞＞

保全ラボは、あなたの工場の保全パーソンです
①設備管理の設計・計画を支援します
②トラブルの原因を調査します
③地球環境と調和する設備管理のあり方を創造します

＞＞

＞＞

＞＞

＞＞

＞＞＞＞ ＞＞

Q&A
＞＞

「トラブルが多い
ね」と言われなく
なった A社

原因不明のトラブ
ルが解決して、安
心して運転業務
に専念できるよう
になった E社

「生産が安定
するようになっ
た」と言われ、
感謝された
C社

選べる4つのコース

サービスメニュー ／ 事例 ／ 会社概要 ／ 設備管理とは ／ よくある質問 ／ お問い合わせ

そのお悩み、設備管理に問題がある可能性があります！

ご利用料金

A．保全水準
把握コース

B.  設備コスト
削減コース

C.  保全業務
量評価コース

D.  保全戦略
コース

✓ 自社の保全水準

✓ 保全費用の業界比較

✓ 日常保全レベル点検

✓ 設備最適化のアイデア
提案

✓ 保全費用の業界比較
✓ 保全費用改善のポテン

シャル評価
✓ 適正予算の算定

✓ 自社の保全水準

✓ 保全費用の業界比較

✓ 保全費用改善のポテ
ンシャル評価

✓ 経営戦略として取り組む
べき課題と解決策

✓ 設備最適化のアイデア提
案

✓ 保全費用の業界比較

1日工場診断申込までのフロー

通常診断：20万円〜（税別）+交通費
オーダーメイド診断：ご相談

保全ラボのご紹介

保全ラボは、みんなの保全パーソンになる
・経営資産である設備を最適管理して、継続的な成長を支援する
・地域・地球の環境と調和を実現する設備管理のあり方を創造する

保全戦略が、もっと活用されることを目指す
・限られた経営資本で工場を安定させることにより、経営戦略の実現性を高める
・環境負荷の低減と利益創出を両立することで、働く人と地域の人に喜ばれる工場にする

設備管理が製造現場にとって、「当たり前」の世界をつくる
・適切な管理により、設備起因のトラブルと災害から人をまもる
・工場で働く人が本来果たすべき役割に専念できる

・全国の工場を支える保全パーソンための保全ラボでありたい
・設備管理のあるべき姿を、クライアントと共に考え抜き、経営戦略の
実現に貢献する
※保全戦略とは、限られた経営資本で工場を安定させるための戦略

保全ラボは、設備管理が製造現場にとって、「当たり前」の世界を夢見ています

創業哲学

工場の課題
✓ 低い保全水準による機会損失の発生
✓ 設備管理ノウハウの属人化

社会の課題①
✓ 保全スタッフの働き方の自由度の低さ

社会の課題②
✓ 汚染物質の漏洩やスクラップ排出

保全ラボは、工場と社会課題を解決するため、サービスの開発及び提供を行っています。
工場の課題は、環境負荷として地域・地球と、雇用として社会問題と、結びついていると考えます。

会社名：合同会社 保全ラボ
資本金：200万円
代表：清岡 大輔
事業内容：設備管理コンサルタント、保全戦略、長期保全計画の策定、トラブル原因調査
設立日：2022年1月
所在地：東京都品川区西五反田2-9-7ドルミ五反田407

20XX.XX.XX ： XXXXXXXXXXX
20XX.XX.XX ： XXXXXXXXXXX
20XX.XX.XX ： XXXXXXXXXXX
20XX.XX.XX ： XXXXXXXXXXX
20XX.XX.XX ： XXXXXXXXXXX

お知らせ

＞＞

保全の業務には、「企画」「計画・設計」「実行」「結果の分析・フィード
バック」というフェーズがあるが、保全ラボの支援範囲は、主に
「企画」「計画・設計」「結果の分析・フィードバック」の部分の支援を行っ
ています。

会社紹介

工場には規模や業界により様々な設備管理のスタイルがあります。
自分たちで設備を点検や整備を行う工場、計画に集中して工事は全て外注する工場。壊れてから対応す
る設備、定期的に検査を行う設備、計画的に整備する設備など、様々な方法が考えられます。
つまり、設備の管理方法の理想スタイルは、工場の状況によって変化するのです。
設備の管理レベルを高めることは、設備の安定やリスクの低減だけでなく、スクラップなどの廃棄物を減らします。
省エネを進め、労働環境を改善し、SDGs達成にも貢献します。
そのような中、弊社は「工場の運転状況や経営戦略を考慮し、工場ごとにあるべき姿を考え抜いて、理想の
設備管理を実装すること」を支援いたします。
さらに、設備管理のレベルアップ後は、プロセス改善、DX導入、人的投資の支援で工場価値の発展を継続
的に支援していきます。

会社概要

工場のセルフチェック

私たちは、工場の保全レベルを高めることで、汚染物質の漏洩をなくし、廃棄物や排水の削減に貢
献します。
また設備を正しく取り扱うことで、電力、CO2の排出量を削減し、よりよい社会の実現に貢献します。

合同会社保全ラボは、企業活動を通じたSDGs達成への貢献を目指しています。

SDGsとは「持続可能な開発目標
（Sustainable Development 
Goals）」のことで、2015年9月の国連サ
ミットで採択された2030年までの国際目標
です。

「地球上の誰一人として取り残さない
（leave no one behind）」という誓い
のもと、人間、地球及び繁栄のための行動
計画として、「貧困」「健康と福祉」「教育」
「働きがい」「気候変動」など17の目標と
169のターゲットで構成されています。

保全ラボのSDGs

お問い合わせ

よくある質問
Q＆A

ご依頼の流れ

長期保全計画の策定

工場訪問による保全教育

トラブル原因調査

設備の相談窓口

＞＞

＞＞

サービスメニュー

1日工場診断
長期保全計画の

策定
工場訪問による
保全教育

ご依頼の流れ

よくいただくご質問

セルフチェック

＞＞＞＞ ＞＞

Q&A

＞＞

無料

設備の相談窓口

＞＞

「生産が安定するようになった」と言われ、感謝された

品質チェック用カメラ設置 金属検知器設置回転機器への振動センサー設置

各種改善工事に対応

工場ごとにあるべき姿を共
に考え抜き、経済的で効
果的な機器の選定、設置
を行います

事例

製品出荷事業所 マテハン

稼働年数：40年

日勤工場 工数：2年

✓ 搬送設備は、全て事後対応となっており、
トラブルによるラインの停止が頻発していた

✓ 設備のリスト化や重要設備の把握ができ
ておらず、保全計画を立てることが困難で
あった

Before

「トラブルが多いね」と言われなくなった

➢ 設備ごとの日常保全を計画し、実行方法
を標準化して遂行した

➢ 工程の停止いたる重大なトラブルは4割
削減され、突発故障も3割ほど削減され
た

➢ 設備全体が把握できることで、運転や工
事の際の安全対策の精度が高まり、より
安全・安心な現場になった

After

A社

「重大故障が減って、安心した」と言われるようになった

お問い合わせ

B社

化学工業 配管類

稼働年数：40年

24時間稼働工場 工数：2年

✓ 熱媒ラインの管理方法がわからず、トラブ
ルや保全費用の増加に悩んでいた

✓ 熱媒ラインのトラブルは、生産への影響が
大きいため、早急な解決が求められた

Before

➢ 全ライン配管ルートを作成し、リスクベース
での検査計画を立てて、実行した

➢ 重大トラブルのゼロ化に成功、生産機会
の増加に繋がった

➢ 保全費用の安定に貢献し、経営負荷を
削減

➢ 重大トラブルがなくなり安心でき、生産量
も増えて、自慢できる管理方法になった

After

C社

プラスチック製品製
造業

押出・造粒工程

稼働年数：1年

日勤工場 工数：1年

✓ 工場の安定と保全予算計画の策定が求
められた

✓ 工程の停止時間やトラブル件数のベンチ
マーク設計が必要であった

Before

➢ 中長期の保全計画を作り、実行すること
で、工場を安定させた

➢ 保全予算や設備稼働時間のベンチマーク
を作成することで、経営戦略の管理指標
を明確化できた

➢ 現場作業が楽になり、オペレーターのやる
気の向上につながった。また離職率を下げ
る効果もあった

After

お問い合わせ

トラブルの恐怖が軽減し、安心感が高まった

D社

合成樹脂製造業 押出機

稼働年数：30年

24時間稼働工場 工数：1年

✓ 押出機の不安定が問題が、生産量低下
の原因になっていた

✓ 現場での大きな不安材料となっていた

Before

➢ 過去のトラブル対策だけでなく、未知のトラ
ブルへ対応した保全計画の立案を行った

➢ トラブルリスクを軽減した
➢ 技術の向上や技術伝承につながった
➢ 万が一の際も、トラブルに早急に対応で
きる体制を整えたため、安心感が高まっ
た

After

お問い合わせ

原因不明のトラブルが解決して、安心して運転業務に専念できるようになった

E社

樹脂成型工場 成形機

稼働年数：30年

24時間稼働工場 工数：1年

✓ 油圧式の成型機で、原因不明の繰り返し
トラブルが発生していた

✓ 生産機会の減少や、品質不良の要因に
なり、苦しんでいた

Before

➢ 設備に気づけていない変化や不具合があ
ると推測し、ゼロベースでメンテナンス方法
を再構築した。

➢ 工程停止や品質トラブルにつながる重大
故障のゼロ化に成功、油圧式成型機の
保全費用も５割削減された

➢ 工程が安定し、安心して運転業務に専念
できるようになった

After

お問い合わせ

新規サービスのための、保全フローを把握することができ、自信が持てた

F社

- -

-

- 工数：6ヶ月

✓ 設備工事会社の新規事業として、保全シ
ステムのサービスを開始する

✓ そのサービス開始前に、工場の保全の実
態や保全業務ノウハウ、保全業務フローの
調査が必要となった

Before

➢ 保全サービスのリリースにあたり、必要とな
る保全の実態及び状況を整理し、可視化
した

➢ 一般的な工場の保全実態、保全業務ノ
ウハウ、業務フローを可視化した

After

お問い合わせ

設備を適正に管理した結果、排ガス削減や省エネも達成でき、とても喜ばれた

G社

合成樹脂製造業 焼却炉

稼働期間：10年

24時間稼働工場 工数：1年

✓ バーナーのトラブルがあり、原因調査を行っ
た結果、今まで気づけていなかった「燃料
ガスを削減するポテンシャル」を発見した

Before

➢ 焼却炉の運転方法変更、設備改良工
事を行った

➢ バーナートラブルの原因特定及び対策によ
るトラブルのゼロ化を達成した

➢ 燃焼ガス起因のCO2及びバーナーに使
用しているガスを50%削減した

After

お問い合わせ

設備を適正に管理した結果、排ガス削減や省エネも達成でき、とても喜ばれた

その他、各種改善工事の検討、測定装置や制御装置の導入

お問い合わせ

保全ラボの目指す設備管理

SDGs

設備にはライフサイクルがあります。
まずは設備を設置するための企画があり、その後メーカーで製造し、現場に取り付けます。そ
のあと設備を使用し、点検や整備を繰り返して、いずれ廃棄し、新たに更新する時期が訪れ
ます。 設備管理は、このような設備の一生を最適化するための管理のことです。

設備の使用条件や環境は時間の経過とともに状況が変化する中で、性能低下や故障が発生
は避けて通れません。
保全業務は設備のトラブルや故障をゼロにすることを目指して行われますが、その本質は、その
ようなトラブルを管理する手法やその体制にあります。 適正なタイミングで、設備診断や点検、
整備を実施することは、その第一歩です。

１）経済性・安全性の向上
・設備の健康寿命の延長
・想定外の保全費用の変動幅の抑制

２）経営リスクの低減
・生産の安定性が高まり、現場トラブルや品質トラブルが低減
・安心して経営に専念できる

３）競争力・成長力を高める
・技術面で新商品開発を支える
・生産改善や、IT・DX化の基盤強化

設備管理とは

設備管理は設備のライフサイクルを最適化するための活動です

設備管理を適切に実施することは経営戦略の達成可能性を高めることにつながります。
しかし、多くの工場では設備管理を独自の手法で行われおり、妥当性が不明瞭なまま改良、
改善が行われる傾向にあります。一般的に、設備管理の水準を上げることは、より高い製造
の安定、経営メリットにつながります。
保全ラボは専門的なアプローチに基づいて「企画」「計画・設計」領域を中心に、貴工場の設
備管理の高度化を支援します。

保全ラボは、工場ごとに設備管理のあるべき姿があると考えます。
同じ業界であっても、製品、製造工程、設備仕様・材質などが異なるため、それぞれ違う設備管理
の設計が必要です。
保全ラボは、全ての工場にとって、最適な設備管理を設計することが、もっとも効果的かつ、経済性
に工場を安定させられると考えます。

設備管理には、「リスクマネジメント」と「成長戦略」の２つのアプローチがあります。

■リスクマネジメントとしてのアプローチ
トラブルや品質不良、災害などの発生を防止することを目的としたアプローチです。手法は「今後起こ
るかもしれないトラブルを、プロセスや設備、部品単位で予測し、その発生可能性と影響度から、どの
ような方法で管理するべきか」を決めて、実行することです。
設備ごとに、リスクに応じた検査項目、検査手法、判断基準、施工方法、点検・整備時期、必要予
算など企画・設計することで、管理の高度化が実現できます。

■成長戦略としてのアプローチ
経営目標に基づいて、設備の能力や信頼性、経済性を高めることです。手法は、「求められている姿
とのギャップを埋めるために、弱点箇所の材質や構造、運転条件の見直し設計」を行うことです。

設備管理の応用範囲
保全ラボは、このような２つのアプローチを組み合わせて、お客様の工場の競争力を高めます。
これらのアプローチは、ほとんど全ての設備、製造ラインで実施できるため、多業界の工場に適用できま
す。

設備管理のアプローチ方法

設備管理の高度化について

長期保全計画・現場保全設計は、未来に設備に起こることを予測する力がともて大切です。
設備の未来を予測するためには、設備の構造や力学、損傷形態、運転条件、取り扱う環
境を理解する必要があります。
さらに経営状況や経済性の視点を追加することで、総合的に最適な計画を立てることができ
ます。

設備管理のメリット

設備を最適に管理することは、廃棄物の削減や省エネになるため、SDGsの達成に貢献できます。
また設備に関する業務整理も行うため、DXの基盤づくりや実装にもつながります。

SDGsの取り組み

継続可能な未来へのアプローチ

免責事項 / プライバシーポリシー

工場のセルフチェック

お問い合わせ完了
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事例
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経営チームと会社概要

志

夢

情熱

設備管理の必要性を語るうえで、「古代ローマのメンテナンス費用の問題」というものがあります。
古代ローマが衰退した大きな要因の１つに、水路によるメンテナンス費用の問題があげられているのです。
当時は、水路を造る際に、何年後にメンテナンス費用がいくらかかるか、何年後にどのような補修を行うか
の計画がありませんでした。保全費用という考え方も無かったと思われます。
その結果、設備の維持やコストのコントロールができなくなり、国力を衰退させてしまったのです。
同じように、現在でも設備の維持管理や改善に、経営資源を投入できていない工場が多いです。
このような背景の中、弊社は設備の維持・改善の重要性を伝え、ノウハウを実装することで、設備管理が
「当たり前」の世界をつくっていきます。

全国の工場を支える保全パーソンための保全ラボでありたい

保全ラボは、工場の保全マンが工場の立地条件に縛られずに、住む場所を選べる社会を提供します。
保全マンの労働環境の問題として、どうしても鉄工所や化学メーカー、電力会社などの大手企業の立地に影
響されることがあげられます。その中で、都心に住みたいけど田舎暮らしを余儀なくされている保全マンも多くい
ます。
そのような保全マンに対して、保全ラボは好きな場所に住みながら、工場の保全業務を行える環境を提供しま
す。
また活気あふれる環境で仕事ができる保全マンが増えることは、製造業の発展にも繋がります。

設備管理のあるべき姿を、クライアントと共に考え抜き、経営戦略の実現に貢献する

代表社員 清岡大輔

弊社のSDGs
取り組み＞＞

お問い合わせ 会社紹介資料
ダウンロード

サービス特性と業務領域
-保全ラボに依頼するメリット-

弊社のご支援の範囲は、保全の「企画フェーズ」「計画・設計フェーズ」「結果の分析、フィードバック」の
範囲です。

業務範囲

他社との違い

保全ラボは、設備管理の業務整理から始めて、現場に入り込んで支援いたします。
貴社工場の現場に入り込むことが、弊社の強みであり、他社サービスとは異なるポイントです。

お問い合わせ 会社紹介資料
ダウンロード

工場ごとに
適正な管理方法を
設計する

業務整理から進める
現場に
入り込んで
支援を行う

２

３

１

保全ラボに依頼するメリット

設備管理のあるべき姿（攻めの保全とは）

会社紹介
・創業哲学
・代表挨拶

会社概要
採用情報
SDGsの取り組み
免責事項
お知らせ

＞
＞

会社概要
ダウンロード

資料ダウンロード

1日工場診断
資料

お知らせ

1日工場診断
資料ダウンロード

1日工場診断
資料ダウンロード

工場のセルフチェックも送信していただけると、
より最適なご提案ができるようになります。
ぜひセルフチェックも、お試しください。

1日工場診断

＞＞ ＞＞

工場の
セルフチェック

無料

工場のセルフ
チェック

無料

1日工場診断もご検討ください。
＜資料ダウンロード＞

TOPページ

1日工場診断のLP

1日工場診断

＞＞

会社概要
ダウンロード

日本全国どこでも出張対応いたします。
ちょっとでも設備のことで、お困りなら、お気軽にご相談ください。

1日工場診断 / サービスメニュー / 事例 / 会社紹介 / 保全ラボの目指す設備管理 / お問い合わせ

工場ごとに適正な視点で設備管理を導入することは、工場設備を安定させ、生産活などの
本来の業務に専念できる環境を整えることができます。
このように生産機会や検討時間を捻出することができる設備管理を、攻めの保全といいま
す。

保全の設計・計画の高度化を行います。

■多種類な設備に対応します。

■より効果的な設計を提案します

①設備の弱点部位
を推測します

②プロセス全体から
設備のあり方を理

解します

③経営資源の配分
を考慮します

サービス内容 ▷

「１日工場診断」のイメー
ジカラーは、黄色にする。

お問い合わせのイメージカ
ラーをオレンジにする

この画像はキレイに作り直
してほしい

この画像はキレイに作り直
してほしい

PURPOSE

DREAM

BELIEF

■氏名 必須
■メールアドレス 必須
■会社名 必須
■部署名（工場名） 必須
■役職名 必須
■電話番号 必須
■郵便番号
■住所

■お問い合わせ内容
□ 1日工場診断を希望
［ ]
■連絡方法のご希望
□ 電話
□ メール
※未選択の場合は電話にて連絡します。

＜送信＞

■氏名 必須
■メールアドレス 必須
■会社名 必須
■部署名（工場名） 必須
■役職名 必須
■電話番号 必須
■郵便番号
■住所

■お問い合わせ内容
□ 1日工場診断を希望
［ ]
■連絡方法のご希望
□ 電話
□ メール
※未選択の場合は電話にて連絡します。

＜送信＞

1日工場診断
資料ダウンロード
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してほしい
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ヘッター

フッター

住所の「2-9-7 ドルミ五反田
407」は画像にする

※バーチャルオフィスのルールにより

住所の「2-9-7 ドルミ五反田
407」は画像にする

※バーチャルオフィスのルールにより
内容は、既存HPのトップ
ページを参照のこと

デザイン変更したい。

この画像はキレイに作り直
してほしい

内容は、既存HP
参照のこと

内容は、既存HP
参照のこと

内容は、既存HP
参照のこと
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参照のこと

内容は、既存HP
参照のこと

内容は、既存HP
参照のこと
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採用情報
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募集職種：設備管理コンサルタント

募集職種：設備管理コンサルタント

保全業務のクライアントワークという新しい働きかを通して、経営戦略やマーケティング、コンサルワークを身に
つけることができます。

仕事内容
・中小工場に設備管理の企画、計画設計を支援
・最初は、工場の業務整理から始まり、設備管理の導入、ＩＴ・ＤＸ化の支援
・その他の仕事として、新入社員教育、セミナー講師、営業・提案や社内のバックオフィス周りの仕事あり

｜求める人財｜
＜必須＞
・設備管理経験10年以上
・PCスキル：Excel、Word、PowerPointが一通り使えること
＜あれば尚可＞
・資格：エネルギー管理士、高圧ガス製造保安責任者、１級機械保全技能士
・製造メーカーの勤務経験
・製造プロセス設計、設備設計の経験のある方
・コンサルティング、上流工程の経験または意欲のある方
・プロジェクト全体を把握し、チームをまとめていける方

｜雇用形態｜ 正社員
｜勤 務 地｜ リモートワーク+出張対応
｜勤務時間｜ 8:30〜17:15 フレックスタイム制
｜給 与｜ 250,000〜770,000円/月

※能力・経験により決定する
｜休日休暇｜ 完全週休2日制、年末年始、夏季休暇
｜選考方法｜ 書類選考後、面接（オンライン）
｜試用期間｜ 3ヶ月（試用期間中の労働条件：同条件）

キャリアパス

応募方法

キャリアを積みながら設備管理エンジニアとしてステップアップできるようサポートいたします。

入社1年目 ：設備管理やクライアントワークをOJTにて教育
入社2〜5年目：プロジェクトリーダーと2名体制で案件を担当
入社5年目以降：プロジェクトリーダーとして、案件を担当

メールにて、履歴書と共にご連絡ください

担当窓口： careers@hozen-lab.co.jp

設備管理を通して、さまざまな工場の経営に関わりたい「あなた」の入社を
心よりおまちしております！

3つの特徴 選べる
４つのコース

1日工場診断
申し込みフロー

＞＞ ＞＞ ＞＞

サービス特性と業務領域

依頼するメリット

募集要項

免責事項

プライバシーポリシー

お問い合わせフォーム

イメージカラーは、ブルー
（名刺やロゴを参考にして

ください）

工場のセルフチェック

事例

生産が
安定しないなぁ

また、設備トラブルで、
予想外の保全費用がかかって

しまった・・・

ヘッターは常に
上に表示させる

より詳しい特徴と成果物関しては にてご確認ください。

スムーズに工場診断が行えるように親身に対応いたいします。

価格が明確で、安心です！

保全ラボの目指す
「設備管理」

サービス特性
と

お客様のメリット

創業哲学

＞＞ ＞＞ ＞＞

メーカーに相談しても
同じ繰り返しトラブルが
発生するなぁ・・・

修繕費用の予算の妥当性
がわからないなぁ

複雑なお悩みのためコースが決められない場合は、 でご相談を承ります。
1日工場診断
お問い合わせ

少しでも設備のことでお悩みがあれば、ご相談ください
＜保全ラボは、日本全国出張対応！＞

工場で働く皆さん！
こんなお悩みありませんか？

3つの特徴

保全ラボの 1日工場診断
お問い合わせ

「1日工場診断」してみませんか？

代表挨拶

経営チーム

清岡 大輔｜Kiyooka Daisuke

■経歴・実績

➢ 大阪出身。

➢ 旭化成株式会社にて設備管理に従事。

３つの工場で3,000件のトラブルを経験。 4,000台以上の設備、

10,000件以上のメンテナンス管理を実施。2018、2019年、2年連続

社内有効賞受賞。（設備改善）

➢ 2022年合同会社保全ラボを設立。

設備管理技術と経営支援力で中小工場を支援。

■学歴

苫小牧高専(準学士)

サイバー大学卒(学士)

SBI大学院大学(MBA,経営学修士)

■所属組織

・産業革新研究所 専門家

・日本コンサルタントグループ パートナーコンサルタント

■資格
・MBA（経営学修士）
・高圧ガス製造保安責任者甲種機械
・施工管理士管工事１級
■得意分野
・保全に関する知識全般
・特に「回転機器の整備」「工事管理」「振動診断」「材料分析」が専門

代表社員

■役割

経営意志決定

営業・サービス実行、

財務政策、労務・法務担当

木村 愛｜Kimura Ai

■経歴・実績

➢ 広島出身。

➢ ITベンチャー・非鉄金属メーカーでデータ分析に従事。

➢ 全球規模の気候データや1,000万人の顧客データの分析、モデル開

発を経験。不良要因分析、設備の最適清掃時期のモデル設計実施。

➢ アクセンチュア入社。データ活用を主軸としたコンサルトとして経営を支援。

■学歴

早稲田大学人間科学部(学士）

同大学院人間科学研究科(修士）

SBI大学院(MBA) 在学中

業務執行責任者

■役割

経営方針立案

プロダクト企画

サービス方針立案担当

貴社工場に訪問し、1日で調査を完結します

• 経営課題として取り組むべき課題と解
決策をご提案します。

• 設備管理の専門家が、改善のポテンシャ
ルを分析します。

• 工場ごとに、故障件数や設備停止時間、
保全費用のベンチマーク（目標値）のあ
るべき姿を算出します。

当日の操業への支障はありません

1

2

3

明快な診断結果で「次の一手」がわかります

作業員と工場長
のイメージの写真

orマンガ

そもそも、現場に課されてい
る目標値って妥当なのか？

トラブルの影響で、残業時
間が増えているなぁ・・・

• 1日工場診断は、当日の運転状況に関係なく行えます。
• 操業や作業を止めたり、変更する必要はございません。

保全ラボの
1日工場診断

設備の管理方法や使用条件に関しての専門診断

一般的な
工場診断

生産管理や在庫管理、品質管理など満遍なく診断

設備の課題にフォーカスして、解決方法を明確化します！

• 設備に関する診断だけのため、短期間で効率
よく分析調査を行います。

• 報告書は、工場診断訪問後2週間以内に提出
します。

1日工場診断の
スケジュール例

ヒアリング

現場確認

所見報告

保全資料の確認

自社の設備管理や日常点検
の水準を明確化し、保全作
業の

最も標準なコース

保全費用の妥当性を判断し、
よりよい保全費用の管理方
法、工場安定化に向けた方
策をご提案します

自社の保全水準や保全費
用を明確化し、設備管理の
企画・計画設計のあるべき
姿をご提案します。

設備管理の目標値や管理
指数のあるべきを考え、目標
達成に向けての方針を提案
します

1日工場診断


